THE CLINICAL EVALUATION OF TREATMENT WITH FLOPROPIONE (SUPANATE GRANULES) OF UPPER URINARY TRACT LITHIASIS by 吉田, 英機 et al.
Title尿路結石症に対するFlopropione(Supanate granules)の臨床的検討
Author(s)吉田, 英機; 斉藤, 豊彦; 池内, 隆夫; 丸山, 邦夫; 今村, 一男
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  OF UPPER URINARY TRACT LITHIASIS
Hideki YosHmA， Toyohiko SAiTo， Takao IKEucHi，
   Kunio MARuyAMA and Kazuo IMAMuRA
From theエ）ePartment of Urology， Shoωa Univer吻Sch・・1・f Medicine
      （Direittor： Prof． K． lmamura， M． D．）
  TvAv’e triecl thcn administration of flopropione’ （Supanate grani．，．les） to one hundred and eleven ca＄es
with upper urinary tract lithiasis and the following results were obtained in comparison with 56 cases
which were treated with anti－cholinergic agents．
  1） lt was statistically proved that Supanate relieved spastic pain on 94．0 per cents of cases with
ureteral lithiasis more efficiently than ．the control group （83．90／．）．
  2） There was good effect for passage of the urinary stones in the cases treated with Supanate
within 4 weeks， especially effect for passage within 2 and 4 weeks of big and middle size stones was
more significant in the Supanate group than in the control group．
  3） There was no specific side effect by Supanate in spite of reiatively long termadministra－
tlon．

























   sexO9 MoleFemoleMoleFemGle
～19 3 2 i 3
20～2913 3 34 ｛0
30噂398 4 18 5
40噌49｛2 1 20 4
50噂596 2 9 3
60～692 O 1 2
70一 0 O 0 1
To奮ol44 12 83 28
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Sex and age        排出効果についての検討では，これらの10例を結石の
              存在する場所別に重複して症例に加えた・
                さらに尿管結石症例について結石の大きさにより，
               5×5mm以下を小結石，10×6mmまでを申結石，
               それ以上の大きさのものを大結石として各症例を分け
               てみると，Table 3に示したようにコントロール群よ
              ．りもSupanate投与群において，大および中結石症例
















Table 2． Location of urinary stones
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Table 4． Cases treated with Supanate granules
A． Renal calculus
No． 性 年齢 結石の部位 結石の蛯ｫさ 疹痛度
7日後ﾌ瘍痛 排 石?数 併 用 薬 剤
1 男 43 右 5×3 一 一 （一） ウロカルン
2 〃 ，45 右 6×5 十 十 （一）
3 〃 37 右 8×4 十 一 （一） ウロカルン
4 〃 28 両 側 多 発 十 十 （一） ク
5． 〃 27 両 側 多 発 十 十 （一） 〃
6 〃 28 右 10×6 一 皿 （一） 〃
7 〃 24 左 7×4 一 一 20日 〃
8 ク 47 左 3×2 十 一 （一）
9 女 63 左 8×6 十 一 （一） ウロカルン
10 〃 39 右 5×4 十 一 （一） 〃
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B． Ureteral calculus
No． 性 年齢 結石の部位 結石の蛯ｫさ 疹二度 7日後ﾌ疹；痛
排  石
?数 併 用 薬 剤
1 男 21 右第3腰椎 9×5 卦 一 不明 ウロカルン
2 〃 29 右第3ク 8×6 升 一 51EI 〃
3 〃 29 左第3〃 6×5 十 一 42日 〃
4 〃 22 左第5ク 8×5 柵 一 （一）
5 〃 21 左第3 〃 8×7 升 什 （一） ウロカルン
6 ク 36 左第3 〃 6×4 升 什 不明 ウロカルン，ソセゴン，ブスコパン
7 〃 39 左第4 ク 6×4 柵 廿 40日 ウロカルン
8 〃 31 右第5 〃 10×6 升 一 不明
9 ． ク 49 右第3 〃 8×6 升  10日 ウロカルン，ザイロリ．ック
10 〃 43 左第4 〃 6×4 冊 十 （一） ウロカルン
11 〃 51 左第4 ク 8×5 十 一 （一） 〃
12 〃 53 右第4 ク 10×3 惜 一 不明 「〃
13 女 15 ：右第3 〃 8×5 升 十 84日 〃
14 〃 21 右第5 ク 12×7 升 十 （一） ク
15 〃 ， 22 右第4 〃 11×6 帯 十 （一） ク
16 ク 53 左第3 ク 11×6 十 一 （一） 〃
17 〃 59 左上2 〃 8×6 升 一 （一） ク
18 ク 48 左第3 ク 8×6 十 一 （一）
19 〃 42 左第2 ク 8×6 冊 一 （一）
20 〃 41 ．左第3 〃 12×7 群 十 （一） ウロカルン
21 〃 48 右第3 ク 6×4 十 十 （一） 〃
22 〃 35 左第4 ク 4×2 柵 『 不明 〃
23 ク 36 十一轄 ＝ｳ5骨σ  ” 6×5 十 一 （一）
24 〃 22 左第3 ク 8×5 十 一 3日
25 ク 20 左第2 ク 5×3 升 一 20日 ウロカルン
26 男 23 左下部尿管 6×4 升 十 〈1） 〃
27 〃 23 左  〃 4×3 惜 一 2日 〃
28 〃 22 右  〃 8×4 十 『 30日 〃
29 ク 29 左  〃 6×4 升 一 14日 〃
30 〃 23 左  ク 10×5 十 一 10日 ク
31 〃 43 右  〃 5×3 冊 一 （一） 〃，
32 〃 43 右  〃 5×3 升 一 51日 ク
33 〃 49 右  ク 5×3 冊 一 10日 ク
34 〃 49 左  〃 5×4 辮 一 3日
35 〃 37 左  ク 5×4 卦 十 24日 ウロカルン
36 〃 46 左  〃 8×6 一（血尿） 一 17日 〃
37 〃 20 右  〃 4×3 冊 一 14日 〃
38 〃 25 右  〃 5×3 十 一 3日
39 〃 20 右  〃 4×3 升 一 不明
40 〃 21 左  ク 5×3 辮 ㎜ 3日
41 〃 23 左  〃 4×3 冊 『 7日42 〃 27 左  〃 4×3 柵 『 1日43 〃 23 右  〃 8×5 十 十 14日 ウ口回ルン
44 〃 23 左  ク 12×9 辮 升 30日
45 〃 23 右  〃 6×4 粁 十 不明 ウロカルン
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69 ク 44 左  〃 bw3 十 一 （7） ウロカルン
70 〃 54 右  〃 4×2 帯 一 4日
71 〃 55 右  〃 5×3 帯 一 7日 ウロカルン
72 ク 55 右  〃 8×6 升 一 24日
73 ク 57 右  〃 8×5 十 一 3日 ウロカルン
74． 〃 56 右  〃 4×2 帯 一 21日
75 〃 61 ．左  〃 4×3 十 ㎜ 10日 ウロカルン
76 〃 27 右  〃 12×6 冊 升 （一） 〃
77 ク 48 左  〃 11×8 冊 一 27日 〃
78 男 28 右  〃 5×3 十 一 8日 〃
79 女 26 左  〃 7×5 十 一 不明
80 ク 27 右  〃 8×5 十 一 20日
81 〃 19 左  ク 4×3 十 十 16日 ウロカルン
82 〃 19 右  〃 4×3 冊 一 2日
83 ク 21 左  ク 5×3 十 一 不明 ウロカルン
84 〃 27 左  ク 8×6 升 ｝ 14日 、不ブ レス
85 〃 22 左  ク 5×3 十 一 2日
86 〃 24 右  〃 4×3 柵 一 16日 ウロカルン
87 を ．37 右  ク 6×4 十 一 18日 〃
88 〃 38 右  〃 6×3 惜 一 40日 ク
89 ク 50 右  〃 6×5 升 ｝ 10日 〃
90 〃 63 右  〃 5×4 十 一 7日 〃
91 〃 84 左  ク 5×3 十 一 7日
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C． 一Combined calculus
No． ．性 年齢 結石の部位 結石の蛯ｫさ 疹痛度
7日後の疹痛 排 隔























































































































Table 5． Effects for spastic pain after 7 days
Supqnq†e－groupConfrol group
@  ｛56） All coses@l106｝
Coses of ure膏erd stone
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Table 6．Passage of stone in the cases with
upper ureteral lithiasis
Contro］ group I Supanate－group
（case t8） 1 ｛case 26）


















































































Qweeks fo 4 weeks
Sweeks量012wedks
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